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田 (新潟大学産婦人科)
若年女性や挙児希望のある婦太をこ開腐手術を行う際に

は.虹や性温f巨＼LT湖Li魔が必要でネ上 最近ては特に術

後の癒藩防止が塵要と考えられている弔

当村.でく二日tf午よ再T-筆性温存手術∴牛｢邪再組織接着剤

であるペリブラス拒野を爵娼部止血と縫合部癒斎防止の目
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症例は原発性不妊症症例で子宮厳膿が原因と考えられ

筋腫核出術を施行した望例芳単頚双角子宮で2回流産反

復しJ'･宮頼武術しーく卜∴い~く一､･二T-術､圭子ト､たl例.侵

Å性胞状奇胎のため予審鷹層部骨切除を行った且例,チ

宮外経奴で卵管間質部壌除術施行した且例の5例である功




